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編 集 後 記
昭和40年度 予算留保二伴ウ科学研究費補助金交付予定額 ノ変更ニツイテ ト云 ウ事務連絡ガ
アル,ム ズカシイ事ハ判ラヌガ 本年度ノ予算執行ニアタリ 予算節減ガ行ワレル事ニナ リ・既
二内定シタ金額 ノ10%ヲ減額シテ交付スル事ニナツタ ト云 ウ事ノヨウダ ソノ理由ハ種々アロウ、
ガ 結局ハ歳出ガ大キクナ リ 歳入ガ小サクナツタ事デアロウ。既二公約ジテ・わレ減税ハ行ワネ
バナラム事モ 歳入減少ノ主ナ原因デアロウ 減税ハスルガ ソノシワ寄セノーツガ科学研究費
等ノ削減 トナツタノデアロウ.科学技術ノ振興ハ国家 トシテノ大キナ方針ノーツデアル筈ダガ
ソコー シワ寄セガ来タ ト云ウ事ハ コレヲ本気デ主張シテイタノデハナク ーツノ体裁 トシテ
掲ゲテイタ事ヲ示スモノデアロウ コノヨウニ重大ナ事柄ヲー片ノ事務連絡ノ形デ通達シテクル
事モ ドウカ ト思ウシ ソノ事二就テ 学者ヤ研究者等ハ何ラノ発言モセズニ黙々 トソノ指示二
従ツテイルノモ理解出来ヌシ 更二世上ニオケル報道機関 トカ評論家等モ 知ツテイルノカ知ラ
ヌノカ ー言モ問題ニシナイノハ 如何ナル理由デアロウカ.全テガ無気力 身勝手 無知デア




他ハ見習 ノヨウナモノデアルカラ無給 ガ当然ダ ト云ウ考工方デアル.白衣ノ支給サエナイ。全ク
存在 ヲ無視シタ形デアル,ト コロガ現実ニハ有給医師ダケデハ現在ノ大学病院ノ多端ナル業務ハ
遂行シ得ナイノデアル.業務ガ多ク 有給医師ノ定員ガ少イノデアル.従 ツテ ソヒ以外ノ医師
ノ助力ガナケレバ病院ノ使命ハ達成サレナイ ノデァル,ソノ事ハ交部省ハ知ツテイル.然 シ有給
定員ヲ増ソウトノ熱意ヲ持タヌタメー イロィロ ト理屈ヲッケテ コノ問題二頬冠 リデ 無給医
員ヲ使用シテイルノデアル.ソ ノクセ ー方デハ病院ノ事務系統 ノ職員数ハ ドシ ドシ増シテイ
ル.コ ノ辺ニモ予算配分 ノ不合理 ト官僚気質ノ弊害ガ現ワレテイルヨウダ,日本デハ政治家ヤ官
僚ガ威張ツテイテ学問ヲ尊重シナイガ 学者側ニモ責任ガアル.学問 大学 病院 患者ヲ本当
二愛シテイルノハ誰デアロウカ(昭和40年10月)







3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤務先,職 地位,自 宅開業の別,
送金方法を御記入の上編集部宛.
投 稿 内 規




4.文 献の書式は次の如くする.薯者名:誌 名,巻数:頁 数,年 次.
400
例 ・1)中 野 ・泌 聯 腰 ・1・11・・昭30・2)Lazaru・,J.A.・J.U,。1。45、527,1941.
5.欧 文 抄 録 を記 し,之 に は欧 文 の標 題 ,所 属 機 関 名,ロ ー マ字 著 者 名を 附 け,な るべ くタイ
プ ラ イ タ ーを 用 い る こ と .希 望 の場 合 は当 編 婆部 に て舐 訳 す る .抄 録 用 の原 稿 を 送 る こ と.翻 訳
の実 費 は 申受 け る.
6.掲 載 料 の 嵜者 負 担 は4頁 迄 毎 頁600円 ,そ れ 以 上 の 頁,ア ー ト頁,図 表,写 真,欧 文組 版
野 綿 雛 慮轄o部 を無料風曽野 れ以上は実費を徴収す・・予め希望部数を申込む
7.校 正は初校のみ著者校正とし,再校以降は編集部が行 う.
8.原 稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部宛,書留便.
